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届 殺 1 











@⑯ 届 殺 と は : 食用 可能 な 陸上 生物 を 、 用 動 脈 と 頸 静脈 の 両 旋 、 あ る い は その 一 方 を 含む 喉 
と 食道 を 切断 する こと に より 層 る こと 、 あ るい は 逃走 中 の 動物 の よう に 取り 押さ えて 必 
殺す る の が 不可 能 な も の を 、 殺 害する こと で す 。 届 殺 の 方 法 に は 只 を 横 に 切る も の と 、 
後述 する ナス ソン ル の 2 つの 形 が あり ます 。 






































@ 届 殺 の 仕方 : 








ラク ダ に 関し て は 、 前 左足 を 結び 、 立 た せ た ま ま の 状態 で ナノ ン ルル と いう 方 法 で 層 る の が 

スン ナ 2 で す 。 つま り 鋭 い 刃 物 で 、 首 の 付け 根 と 胸 の 間 に あ る 窪ん だ 箇所 を 突く や り 方 で す 。 
一 方 生 や 羊 な ど は 左 半身 を 下 に し て 横 た わ ら せ て 、 刃 物 で その 喉 を 切り ます 。 
尚 動 物 を 射 的 の 的 に し た りす る こと は 禁じ られ て いま す 。 















































@ 動物 の 胎内 に いる 胎児 は 、 そ の 母親 を 計る こと で 層 ら れ た と 見 な され ます 。 も し その 際 
に 生き た まま 出 て きた ら 、 そ の 時 は 規定 の 方 法 で 層 ら な けれ ば 食用 を 禁じ し られ ます 。 


























@⑯ 正しい 届 殺 の 条件 : 


























IO を する 者 の 適性 : つま り 性 別 を 問わ ず 正 常 な 理性 を 有する ムスリム 、 あ る い は 啓 
民 (ユダ ヤ 教 徒 か キリ スト 教徒 ) で や る こと で す 。 そ れ ゆ え を 杉町 状態 に ある 者 や 精 # 
HE 




































































2 一 道具 : 血液 を 流出 させ る 銃 利 な 道具 の こと で す が 、 歯 や 爪 な ど は 非 合 法 で す 。 




















3 一 只 と 食道 の 切断 に より 、 血 液 を 排出 させ る こと 。 用 動 脈 と 吾 静 脈 の 両方 と も 切断 する 
こと が 、 最 善 の 形 で す 。 
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4 一 層 殺 の 際 に 「 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 」 と 唱え る こと 。 も し うっ か り 忘 れ て し まっ て 
も その 合法 性 に 支 議 は あり ませ ん が 、 故 意 に 放 乗 し た 場合 は 食用 を 禁止 され ます 。 




















5 一 聖 城 で の 狩猟 物 や 、 ム フリ ム 3 に と っ て の 狩猟 物 な ど 、 ア ッ ラ ー の 権利 に お いて その 和 狩 
猟 が 禁じ し られ て いる も の で は な いこ と 。 


⑯ 死体 の 種類 : 








訳者 注 : ここ で 取り 上 げ る 「 層 殺 」 と は 、 あ くま で イス ラー ム 法 に 則っ た も の の こと で す 。 
訳者 注 : 預言 者 ムハンマド (後に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) の 示し た 手法 や 道 の こ と 。 ム スリ ム は 可 
能 な 限り 、 彼 の スン ナ を 踏襲 する べき で ある と され て いま す 。 
訳者 注 ・「 ム フリ ム 」 と は 、 ハ ッ ジ 、 あ る い は ウム ラ の 諸 行 の 開始 を 意図 し た 者 の こと で す 。 
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絞殺 や 殴打 、 電 気 シ ョ ッ ク や 熱湯 、 ま た ガス に よる 窒息 な ど に よっ て 死ん だ 動物 は 非 合 








法 で あり 、 そ の 食用 を 禁じ られ 











用 は 有害 で す 。 ま た スン ナ に 反し た 形 で 魂 を 失っ た も の で あり 、 


9 





























E す 。 こ の よう な 形 で 死ん だ 生き 物 の 肉 は 錦 血 し 、 そ の 食 




















⑯ 啓典 の 民 (ユダ ヤ 教 守 と キリ スト 教徒 ) の 届 和 殺し た も の : 





1 一 産 典 の 民 (ユダ ヤ 教 徒 と キリ スト 教徒 ) が 











尼 和 殺し た も の は 合法 で 、 食 用 可能 で す 。 ヨ ョ 


H 然 死 し た 死体 と 同様 で 


周 





高 の ア ッ ラ ー は こう 仰 ら れ ま し た : 抱 こ の 日 、 あ な た 方 に は よき 物 が 許さ れん た 。 そ し て 啓 
典 の 民 (ユダ ヤ 教 徒 と キリ スト 教徒 ) の 層 殺 し た 物 は あな た 方 に と っ て 合法 で あり 、 あ な 
た 方 の 層 殺 し た 物 は 彼ら に と っ て も 合法 な の で ある 。 四 (クル アー ン 5:5 


2 一 も し 啓典 の 民 (ユダ ヤ 教 徒 と キリ スト 教徒 ) が 
ど イ スラ ー ム 法 に 沿わ な い 形 で 層 ら れ た と いう こと を 知っ た 場合 、 そ の 食用 は 禁じ られ ま 
す 。 一 方 啓典 の 民 (ユダ ヤ 教 徒 と キリ スト 教徒 ) 以外 の 非 ム ス ! 








そ も が 非 合 法 で す 。 














@⑯ 取り 押さ えて 届 殺 する の が 不可 能 な 生き 物 に 関し て : 














取り # 


























届 殺 の 代わ り と な り ま す 。 





尚 、 動 物 の 無益 な 殺生 は 禁じ られ ます 。 





⑯ ムスリム が 世 典 の 民 の 層 殺 し た 物 を 食べ る 時 : 


ムスリム は 、 





啓典 の 民 (ユダ ヤ 教 徒 と キリ ス 














教徒 ) が 層 殺 の 際 に アッ ラー の 御名 を 唱 


届 殺 し た も の が 絞殺 や 電気 ショ ッ ク な 











ム の 届 っ た も の は 、 そ も 


さえ て 届 和 殺す る の が 不可 能 な 狩猟 物 や 動物 は 、 そ れ が どこ で あろ うと その 体 の 一 
部 を 負傷 させ て その 谷 を 奪う こと が 





えた こと を 知っ た 場合 、 そ の 食用 を 合法 と され ます 。 そ う し な か っ た こと を 知っ て いる 場 








合 、 そ の 食用 は 許さ れ ま せん 。 











し か し 啓典 の 民 が いか に 層 殺 し た の か 不明 な 状態 に 留 3 




















法 と な り ま す 。 そ れ は その 本 質 が 合 


























法 性 に 立脚 し て いる た めで あり 、 














まっ て いる 場合 は 、 そ の 食用 が 合 











尼 殺 の 方 法 に つい て 


誠 ね た り 調 査 する 必要 も あり ませ ん 。 む し ろ 質 問 も 調査 も し な いで お いた 方 が 望ま し いで 








陸 朱 の y 





⑯ きち ん と 有 磁 殺 出来 る 動物 は 、 





ゴ と 急 類 、 水 の 中 以外 で は 生息 不可 能 な 水生 生物 は その 限り で は 

















と する こと が 出来 ます 。 





@ 狩猟 物 の 食用 : 





尼 殺 以外 の 方 法 で は 食用 が 合法 と は 


















































な り ま せん 。 但し イナ 
な く 、 有 必殺 抜 き で 食用 





以 











合法 な 陸上 生物 で も 鳥類 で も 、 次 の 2 つの 条件 を 満た し て いな けれ ば 食用 を 許さ れ ま せ 


ん : イス ラー ム 法 に 則っ た 層 殺 、② そ の 際 に アッ ラー の 御名 を 唱え る こと 。 


⑯ 他人 の た め に 動物 を 居る こと : 


家畜 や その 


生生 人 e20 ま 。 





し か し その 





計 殺 の 理由 が その 故人 の 1 











取 の 食用 動物 を 層 り 、 そ れ を 論 


E か 改 人 の 報奨 と な る べく サタ カカ (施し ) する 















































聖 視 と か 、 あ る い は 役 自身 に 対す る 奉仕 ゆえ な ど 

















で ある 場合 、 そ の 行為 は 大 シル ク 4 と 見 な され ます 。 そ の よう な 動物 の 肉 は 本 人 で あれ 他人 
で あれ 、 食 する こと が 禁じ られ ます 。 








@⑯ 届 殺 や 殺生 に お ける 善行 : 








1 一 居 殺 は 動物 を 苦し め な いよ う 、 鋭 利 な 刃物 を 使用 し ます 。 


2 一 他 の 家畜 が 怖がら な いよ う 、 そ れ ら の 





に 表す 。 

















3 一 動物 が 息 絶 える 前 に 首 の 骨 を 折っ た り 、 





お 5 


4 一 ラク ダ に 関し て は ナン ノン ソ の 方 法 で 




















必殺 し 、 そ れ 以 外 の も の は 通常 の や り 方 で 層 り き 














の 前 で 刃物 を 研い だ り 、 層 殺し た り し な いよ 


























上 肥 を 剥い だ り 、 切断 し た り し な いよ うに し 
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シャ ッ ダ ー ド ・ ブ ン ・ ア ウス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は 、 ア ッ 
ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) か ら 2 つの こと を 教え て も ら っ た 。( そ 
れ は 彼 の この 言葉 に 含ま れ て いる も の で ある : )′ アッ ラー は 全て に お いて 善行 を お 命じ に 
な られ た 。 そ れ で 殺生 する 時 に は よき 殺生 を し 、 層 殺す る 時 に も よき 層 殺 を する の だ 。 刃 
物 を 研ぎ 、 犠 牲 (が 感じ る 痛み ) を 和らげ よ 。" 」( ム スリ ム の 伝承 7 





沿 層 殺す る 生き 物 は キ ブ ラ (カアバ パネ # 
ラー の 御名 に 言及 する 際 に は タク ビー ル を 付 






























































殿 の ある マッ カ の 方 向 ) に 向け る よう に し 、 ア ッ 


まみ ジー ドク ウタ ラー ジッ シク 








ン ヤ と (アッ ラー の 御名 に お いて 。 デ ッ ラ テー は 僅 天 な り )」( ア プー・ ダ ー ウ ー ド と アッ ー テ デ テ 
イィ ル ミズ ィ ー の 伝承 9 と 言う よう に し ます 。 








4 訳者 注 : 詳 し く は 「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の シル ク の 項 を 参照 の こと 。 


5 
で すま 。 デ テク ダ を 
6 
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EE 
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キ 











層 殺 する 時 に は 、 
R 者 注 : 詳 しく は 前 述 の 「 


R 者 注 : 前 左足 を 結び 、 立 た せ た ま ま の 状態 で 、 
この や り 方 が スン ナ と な り ま す 。 
届 殺 の 仕方 」 を 参照 の こと 。 








ヒー フ ・ ム スリ ム (1955) 。 

















自 の 付け 根 と 胸 の 間 に あ る 窪ん だ 箇所 を 突く 居 条 方 法 





























9 真下 法令 承 。 スナ ンー ザー ダー ウード (2810) 、 スナ ンー アッ ョ ディ 兆 ミ ズィー 1521) 。 
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